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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・神山　忠強様～本日、室岡整形外科医院受診されています。レントゲン検査行い、結果あと2週間はギプス固定が必要との事です。前回処方された内服薬が本日朝で無くなっていますが、患部（右腓骨骨折）の痛みは無い様子の為、今回の受診では内服薬の処方はありません。2週間後（5/26）受診予定であり、その際に痛みがある様であれば、内服薬を新たに処方しますとの事です。安静は引き続き保つ様にして下さいとの事ですので、患部に負担を掛けない為にも立ち歩き等が見られる場合は、スタッフ介入し安静を保って頂いて下さい。又、ギプス固定部位の観察も引き続き行って下さい。

・玉井　クニ子様～本日、内科診察にて浮腫防止の為、①ラシックス（40）2T　アスパラK　4T　1×朝　②アルダクトンＡ（25）2T　1×朝　が継続処方となっています（5/13～5/19までの7日分）

・板橋　トミ様～本日、内科診察にて点滴①ペンライブ500ml+トランサミン1A+②グリセオール200ml（AM）　③5％Gl　500ml+アドナ1A+ダイビタミックス1A+アスコルビン酸1A+②グリセオール200ml（PM）5/13～5/16まで4日分継続処方となっています。

・田中　辰子様～①ペンライブ500ml+ダイビタミックス1A+アスコルビン酸1A

　　　　　　　　②グリセオール200ml+③5％キシリット500ml+アドナ1A+④グリセオール200ml

　　　　　　　　⑤ペンライブ500ml+トランサミン1A　5/13～5/16まで4日分継続処方となっています。

・小野寺　文明様～臨時薬レボトミン（5）4T　2×1　5/12～6日分継続処方となっています。以後定期となります。

・松田　富雄様～血圧低値続いている為、内科医へ情報提供しています。内科医よりそのまま経過観察し、ふらつき等の自覚症状が現れたらすぐに診察させて下さいとの事です。バイタルサインの測定をこまめに行い、自覚症状や訴えの有無等を観察して下さい。

・榊　由造様～主治医より点滴モダシン1g+生食100ml×2が土曜日（5/14）まで処方となっていますが、以降は止めとの指示受けています。

・　戸来　力様～自力での歩行困難、言葉数の減少あり、主治医へ情報提供しています。主治医より減薬したばかりなので、そのまま様子観察して下さいとの事です。転倒等の無い様、歩行状態を観察し変化がある場合はその都度主治医へ情報提供して下さい。

・山口　喜一郎様～明日（5/13）療養環境調整の為、西B病棟へ転出予定となっています。

・山田　倉松様～本日、午後に措置患者様入院予定の為、8号室から15号室へ部屋を移動して頂いています。山田様には事情を説明し、了解を得ています。

・入浴室体重計修理完了しています。

・顔写真撮影ですが、病院全スタッフが対象となります。まだ撮影されていない方は今週中に必ず

撮影して下さい。

・昨年度マニュアルを各スタッフに作成して頂きましたが、担当したマニュアルをネットワークに

　まだ保存していない方は今月25日までの保存しておいて下さい。

・管理日誌の記載についてですが、臨時薬等が処方となった場合、ただ赤字で臨時薬処方と記載す

　るのではなく、なぜ処方となったのか、又、どのような薬（抗精神薬等）なのかを分かる様に記

載して下さい。

　

＜本日、入院予定患者様情報＞

氏名：石切　久（イシキリ　ヒサシ）様　25歳　男性

病名：統合失調症、軽度精神発達遅滞

百石にて殺害事件を起こされた方です。東A病棟個室（8号室）を利用して頂く事になります。

本日15時入院予定となっています。注意して対応しましょう。

＜感染対策についてのミーティング＞

昨日の皮膚科診察にて男性患者様の疥癬疑いが解除となりました。再び疥癬に感染させない、しな

い為にスタッフが感染対策についてどの様に考えているのか話し合っています。

感染を予防するにあたり、院外を行き来するスタッフが感染源となり媒介してしまう事もある為、

スタッフ自信が感染を予防する為、自身の身を守る為感染対策に対しての意識を変えていく必要が

あると思われます。又、清潔な環境を保つ為の環境整備を日頃からスタッフがどれだけ実践出来て

いるのか、それを各スタッフが理解していなければ感染は防ぐ事が出来ません。

疥癬疑いは無くなりましたが、各自感染予防に努める為にもトリゾンラブを必ず携帯する事は

もちろんの事、手洗い、唅嗽、等の基本的な事を怠らない様にしていきましょう。













